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8 月 24日(日)より 9月 7 日(日)まで 15日間にわたり、第 12回の「描いたよ！ みてね展」が皆様のご支

援により無事に終了できましたことを、紙面をお借りしてまずは御礼申し上げます。 

残暑が厳しい中での開催でしたが、期間中 564名(大 481 名、子 83 名)の方にご来場いただく事ができまし

た。期間中実施した開催期間中の共同制作「貝殻アート」や「紙コプター」も多くの参加を頂きました。 

30 日(土)に行った「ちいさな朗読コンサート」も 2 回合計で 80 名以上の参加を頂き、称賛の中楽しく、

幸せなひと時を過ごすことができました。 

みてね展を振り返り、みてね展だより 13号で出展作品の紙上紹介です。一人(グループ)1 点の画像です。 

「四角い作品、縦長の作品」に分けて「見学ルート順」を基準にして作品紹介させて頂きます。 
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この木なんの木 わかばの樹‼/わかば きせつのうつりかわり/林 いとか 希望の橋/なないろくらぶ サンサンサンフラワーみんなの家/ゆず 

    
夏の海/ YUZUKA 利用者様 世界一周/秦 暢宏 青 空 / 久 我 麻 理 子  空/藤 拓海 

    
苺/一宮 裕美 幸せな気持ち/城戸 祐稀子 花火/萩尾 温 あなたいろ～イロトリドリ/35 名のあゆみんな 

   

 

7.8 秒後/大津 正行 ハガキ絵 4点/渡邊一征 さざえさん 磯野家/釘本 春香 きょうりゅうジュース/ゆいと 

みてね展だより 第 13号  
文責：アートでつなぐユニバーサルデザインの会 

2025 年 9 月 29 日 発行 

2025年 第 12 回みてね展出展作品の一部紹介 
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須恵町でみつけたきのこ季節表/中牟田 光翔  海でごはんを食べる/RYUGA.Y 夏の公園/RYUGA.Y 猫と犬が桜を見ている/HINANO.K 

    
海とフラワー/IROHA.M うみ/SOUMA.K しお/SHOUMA.I 夏の東京駅の電車/NAOTAROU.K 

    

すいか/UTA.N なつのふね/RITSUKI.F 空海/KANARU.F 海のナカミチ/KIHANE.I 

    

ふね/KEICHI.O なつのまつり/NANRI.O 楽しもうスイカ割り/SHIN.F 夏の思い出でいっぱいできるかな。たのしみー/RIAN  

    

夜の夏祭り/MMINATO.A 川/REIRA.Y 木/RYOJIH かき氷とスイカ/TAKUMIU 

    

タコさんイカさん/ MISUZU.K くじら/KOUKI.S 町/RYOUGA.Y 夏のお楽しみ/NOZOMI.N 
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みんながあつまる花畑/RIKU.A ともだちのかお、いっぱい！/KYOHEI.T ぼくのＴシャツ！ 青色ボーダー！/KAITO.A 将来何になろうかなぁ…/RINA.N 

    

川のせせらぎ/RITO.Y 夏がいっぱい/SYOMA.A 真夏の花火大会/RIKU.Y 花火をみながらスイカ/YUMEKO.S 

    
スイカ/RITO.Y ヨーヨー/IBUKI.N ビー玉と空/REI.N ピラピーとミイホーのまつり/ENA.S 

    
かき氷/RYOJI.H なつ/SYUN.H なつのおもいでいっぱいたのしみ/RE REIRA.A かわらの小石/SAKURA.K 

    

手形花火/cotomori kids ワープ/大渕孔遠 桜/横井保紀 ぞう/浜本 浩 

     
みんなの想い/三つ葉の里 ドッジボール/大川七翔 私たちのせかい/あゆみ芸術隊 ｢昇り竜｣長崎くんち/渡邊博子 夜想曲/會澤 清子 
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飴あられ/Youki 幻の花/かぐな 環境を守ろう リサイクル/かおり 雲開夏郊緑/浦邉 綾音 題名のない絵画/YUKA.A 

     

町と自然/YUMEKO.S 青春花火/NAO.M 夜に花火があがっているところ/SYOMA.H  きれいななつ/ EN.F ぼくのすきな本！/HAYA TO.N 

  

展示期間中を通じて

共同制作し、最終日に

完成した作品。→ 

 

水辺の公園/FUMIYA.A 木/AKITO.K  
 

ワンヘルスコーナーでタペストリーと貝殻城合体 

NPO ことリのタペストリー参加は４回目です。タペストリー製作者

の渡辺裕子さんの作品と、見学者共同作業の貝殻城の合体が展示会

最終日の 9 月 7 日に完成しました。 

 

山の中にたたずむ久我記念館での「小さな朗読コンサ

ート」。 

8月 30日(土)の午前 11時からと、午後 14時からの 2

回に分けて30分間のステージが繰り広げられました。

「絵画(ポスター)と文字(ポエム)の融合」を願い、朗

読を藤井美幸さんに、アコーディオンとハープ演奏を中島千智さんに実施して頂き、当初の目的以上に

満足したステージを提供していただけました。 

参加者の多くの方々からは「本当に無料で良いのですか？ とても素晴らしかった」との声を多く頂きま

した。 

来場者の方を巻き込んでのハンドベル演奏も会場の雰囲気を盛り上げてくれました。 

  

第 12回みてね展 ｢小さな朗読コンサート｣ 大成功！ 



みてね展だより 第 13 号 5/5 

 

  

小さなお子様から、ご年配の方々にいたるまで、楽しんで作成していただけました。有難うございます。

3 色の紙で練習した後、もっと回転する小さな紙コプターにも多くの方に挑戦していただけたこと、嬉し

く思っています。 

手順説明を携帯の写メで撮影された方もいました。職場や自宅で挑戦頂けると嬉しいです。 

 

 

毎年の「みてね展」では、入って左手のレンガの壁に、お馴染みのコーナーがあります。大渕孔遠さん

のポスター原画のギャラリーです。毎回、白い狼・インコ・猫のトリオが、旅先で様々な動物たちと出会

い、友情を深め、笑顔に溢れている絵画の一枚一枚を、楽しみにされている方も多いと思います。今年の

イベントでは、その中からいくつかの原画とともに、ポエムの朗読をしていただくことができました。 

さて、今回は、そのポエムについて、お話ししたいと思います。梅木さんが毎年レイアウトしてくれて

いる「ポエム」の最後に byちえり、とサインがあります。ちえりさんと一緒に、「みてね展」のチラシを

飾る孔遠さんの絵を見ながら、ポエム創りを始めたのは、もう 7 年前のこと。ちえりさんが社会人にな

ってからもメールでやり取りしながら創作しました。 

お話しポエムは、最初、呟きから始めます。絵を見て思いついたことをなんでも言ってみるうちに、内

側に眠っていた言葉が次第に引き出されていきます。孔遠さんから、どんな思いで描いたのかという思

いもお聞きすると、ますます想像の世界が広がります。表現や韻律を楽しみながら整えて、満足したら出

来上がり！ 誰かと一緒に絵を見てお話ししながらのポエム創り。皆さんも、気軽にチャレンジしてみ

てくださいね。 

とはいえ、本当に今回の作品がシリーズ最後になるのでしょうか？ それとももしかして…。皆さん

はどう思いますか？^_^（つづく） 

今年度は従来よりも 2 か月ほど早い開催となりバタバタして準備してきましたが、来年度は上記日程で

開催します。皆様からの作品を実行委員会一同待ち望んでいます！ 常連の方も、初めての方も大歓迎

です。ジャンルは問いません。多数の出品をお待ちしています。 

｢みんなの個展」は参加者全員で創りあげる事を目的として会の運営を行っています。実行委員としての

参加は難しくても、会場設営・作品提供・参加呼びかけ・ご意見報告などできることは多くあると思いま

す。皆様からの暖かいご協力で第 13回 ｢みんなの個展」の盛会を心よりお願い致します。 

 

 
 
 

代 表 大 津 正 勝 電話(090)1194-1357 メール Kitamen2043@yahoo.co.jp 

事務局 山 本 洋 子 〒811-2115 粕屋郡須恵町佐谷 1314-38 電話（090）6423-3313 

メール nowornever1357@icloud.com ※アドレス変更しました。登録済の方は変更下さい。 

｢みんなの個展」のあゆみ！（連載 6回目）） 

皆様からの声を募集いたします！！ 

第 13回 ｢みんなの個展」開催日決定！ 10月 25日(日)～11月 8日(日)の開催！ 

第 12回みてね展 ワークショップ「紙コプター」作成 

mailto:nowornever1357@icloud.com

